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　今
回
は
い
よ
い
よ
風
越
山
城
の
構
造
を
紹
介
し
ま
す
。極
寒
の
中
、雪
に
阻
ま
れ
な

が
ら
調
査
を
敢
行
し
、何
と
か
現
状
を
確
認
い
た
し
ま
し
た
。し
か
し
、現
地
は
大
半

が
樹
木
に
覆
わ
れ
て
先
が
見
え
な
い
状
態
で
、調
査
は
困
難
を
極
め
ま
し
た
。よ
っ

て
、完
全
に
は
遺
構
を
図
化
で
き
な
か
っ
た
部
分
も
あ
り
ま
す
が
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

訪
れ
る
に
は
お
そ
ら
く
市
内
で
最
も
過
酷
な
、上
級
者
向
き
の
城
跡
で
す
。

　
　安
芸
高
田
市
歴
史
民
俗
博
物
館

      

　
　
　
　学
芸
員

　秋
本
哲
治

シ
リ
ー
ズ「
お
城
拝
見
！
」 

第
五
十
六
回

編
集
後
記

　毎
年
、
恒
例
の
出
初
式
。
全
消
防
団

員
が
並
ぶ
と
壮
観
で
す
。
い
つ
も
は
隊

列
に
並
ぶ
側
で
見
る
こ
と
は
な
い
の
で

す
が
、
今
年
は
写
真
を
撮
る
の
で
、
見

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
改
め
て
多
く

の
方
に
支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
よ
く

わ
か
り
ま
し
た
。

　
　
　
　（
森
本
）

　取
材
で
多
く
の
方
々
に
お
話
を
伺
う

中
で
、
自
分
の
考
え
方
を
見
直
す
こ
と

が
多
々
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
長
年
培
わ

れ
た
経
験
や
そ
の
人
な
ら
で
は
の
考
え

を
、
限
ら
れ
た
紙
面
に
で
き
る
だ
け
反

映
さ
せ
ら
れ
る
よ
う
、
毎
月
励
ん
で
い

ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　（
田
村
）

今
月
の
表
紙
▼

　安
芸
高
田
市
障
害
者
基
幹
相
談
支
援

セ
ン
タ
ー
で
の
相
談
風
景
。

城
跡
：
大
き
く
Ⅰ
か
ら
Ⅲ
に
分
か
れ
ま
す
が
、い
ず
れ
も
山
頂
部
の
み
に
遺
構
が
残
り
ま
す
。こ
の
城
の
特
徴
は
、①
駐
屯
地
と
な
る
Ⅰ
Ⅱ
Ⅲ
の
中
央

部
分
が
自
然
地
形
に
近
く
、あ
ま
り
整
地
さ
れ
て
い
な
い
②
横
堀
や
土
塁
又
は
細
長
い
通
路
状
の
平
坦
地
で
全
体
を
囲
い
こ
ん
で
い
る
こ
と

で
す
。極
端
に
言
え
ば
、郭
が
な
く
周
囲
を
空
堀
で
囲
ま
れ
た
城
で
す
。こ
の
よ
う
な
遺
構
は
一
般
的
に
陣
跡
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、県
内
に
お

い
て
こ
の
よ
う
な
城
跡
は
殆
ど
確
認
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。出
入
口
に
は
い
ず
れ
も
土
塁
を
伴
う
厳
重
な
備
え
で
す
が
、Ⅰ
・
Ⅱ
に
比
べ
て
Ⅲ
は

横
堀
が
直
線
的
か
つ
大
規
模
で
、土
塁
、土
橋
も
よ
く
残
っ
て
い
ま
す
。特
に
、側
面
か
ら
外
敵
を
攻
撃
す
る
た
め
に
横
堀
を
意
図
的
に
折
れ
曲

げ
て
い
る
箇
所
が
あ
り
、非
常
に
実
戦
的
な
防
御
施
設
と
し
て
注
目
さ
れ
ま
す
。

考
察
：
こ
の
①
②
の
よ
う
な
特
殊
な
構
造
で
よ
く
似
て
い
る
の
が
、郡
山
合
戦
以
前
の
１
５
２
７
年
、尼
子
軍
が
築
い

た
陣
跡
で
あ
る
三
次
市
の
南
山
城
と
ハ
チ
ヶ
壇
城
で
す
。と
は
い
っ
て
も
、こ
れ
が
尼
子
軍
の
陣
城
の
特
徴
と

は
い
え
ま
せ
ん
。風
越
山
城
と
同
じ
１
５
４
０
年
の
郡
山
合
戦
時
に
尼
子
軍
が
吉
田
に
築
い
た
光
井
山
城
や

青
山
城
は
、尾
根
上
に
郭
を
連
ね
る
一
般
的
な
山
城
の
構
造
で
す
。同
じ
尼
子
軍
の
陣
城
で
の
こ
の
違
い
は
築

城
目
的
の
違
い
か
、駐
屯
期
間
の
違
い
か
頭
を
悩
ま
せ
ま
す
。そ
れ
に
し
て
も
、こ
こ
が
大
将
尼
子
晴
久
の
本

陣
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、大
半
の
兵
は
こ
の
寒
い
山
中
の
ど
こ
か
で
野
営
し
た
の
で
し
ょ
う
ね
。

安
芸
高
田
歴
史
紀
行

風
越
山
城
〈
後
編
〉

か
ざ

こ
し

や
ま

じ
ょ
う

《
吉
田
町
相
合
、美
土
里
町
横
田
》

かぎ

う
ね
じ
ょ
う
た
て
ぼ
り
ぐ
ん

ま
さ
は
る

く
ら
の
じ
ょ
う

風越山城略測図（作図　秋本哲治）

写真A　鉤の手状に折れるⅢの横堀（南東側より撮影）

写真B　直線的な横堀（北側より撮影）
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市長
　コラム

ワイド版

第 回

中
山
間
地
域
（
安
芸
高
田
市
）
が
実
感
出
来
る
景
気
対

策
を
望
む

　

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
経
済
復
興
政
策
に
よ
る
景
気
対
策

の
成
果
が
、
中
山
間
地
域
の
安
芸
高
田
市
で
は
中
々
見

え
て
来
な
い
の
が
現
実
で
あ
り
ま
す
。
現
在
は
、
か
す

か
に
見
え
て
き
た
デ
フ
レ
経
済
か
ら
の
脱
却
を
見
失
う

こ
と
な
く
、
日
本
経
済
の
浮
上
を
確
か
な
軌
道
に
乗
せ

る
大
切
な
時
期
で
あ
り
ま
す
。
安
倍
政
権
に
お
か
れ
て

は
、
こ
こ
で
手
を
抜
く
事
な
く
、
景
気
対
策
を
講
じ
て

頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
年
は
、
戦
後
の
復
興
時
期

に
生
ま
れ
た
「
団
塊
の
世
代
」
の
人
が
65
歳
以
上
と
な

り
、
少
子
高
齢
化
が
更
に
深
刻
化
し
、
日
本
の
将
来
が

一
段
と
危
う
く
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
安
芸
高
田
市
に

お
い
て
も
、
同
様
の
傾
向
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

政
府
に
お
願
い
し
た
い
事
は
、
人
口
の
一
極
集
中
を

避
け
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
よ
る
景
気
回
復
が
、
地
方
や

中
小
企
業
に
お
い
て
恩
恵
が
実
感
出
来
て
い
な
い
実
態

を
謙
虚
に
把
握
し
、
施
策
の
足
ら
ざ
る
点
を
大
胆
に
修

正
す
る
こ
と
で
、
全
国
的
な
景
気
の
安
定
回
復
を
図
る

こ
と
で
す
。
ま
た
、「
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
」
等
の

都
市
圏
か
ら
中
山
間
地
域
へ
の
企
業
の
移
動
を
容
易
に

す
る
為
の
法
整
備
が
必
要
で
あ
る
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
デ
フ
レ
脱
却
を
確
実
に
す
る

一
方
、
財
政
再
建
の
道
筋
を
示
す
こ
と
や
、
地
方
人
口

の
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
、
活
性
化
を
図
る
事
が
大
切

で
あ
り
ま
す
。
安
倍
首
相
は
、
経
済
政
策
ア
ベ
ノ
ミ
ク

ス
は
成
長
途
上
で
あ
り
、
さ
ら
に
実
り
あ
ふ
れ
る
改
革

へ
成
長
す
る
べ
く
取
り
組
み
、
強
い
経
済
の
実
現
が
、

社
会
保
障
・
教
育
・
震
災
復
興
の
財
源
確
保
に
つ
な
が

る
と
力
説
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
が
目
に
見
え
る

成
果
を
国
民
に
示
し
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

年
明
け
、
各
新
聞
社
が
経
営
ト
ッ
プ
等
に
新
春
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
そ
の
結
果
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

「
景
気
は
穏
や
か
に
回
復
す
る
」
と
の
見
方
が
大
半
で

あ
り
ま
し
た
。
政
府
に
望
む
経
済
対
策
と
し
て
、
法
人

税
の
引
き
下
げ
、
設
備
投
資
に
と
も
な
う
減
税
、
為
替

の
安
定
、
原
材
料
価
格
の
安
定
、
地
方
創
生
の
推
進
、

規
制
緩
和
の
促
進
、
雇
用
支
援
の
充
実
等
の
経
済
対
策

の
充
実
が
上
位
の
回
答
で
し
た
。
ま
た
、
賃
上
げ
の
状

況
に
つ
い
て
は
、
回
答
企
業
の
半
数
近
く
が
人
手
不
足

に
直
面
し
、
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
や
待
遇
改
善
を
す
る
必
要

に
迫
ら
れ
て
い
る
と
の
回
答
で
し
た
。

　

景
気
に
つ
い
て
、
全
国
的
な
調
査
で
は
「
緩
や
か
に

回
復
」
で
し
た
が
、中
国
地
方
の
調
査
で
は
、「
横
ば
い
」

と
厳
し
い
評
価
で
あ
り
ま
し
た
。
マ
イ
ナ
ス
判
断
の
理

由
は
、
個
人
消
費
の
低
迷
、
物
価
上
昇
・
原
材
料
価
格

の
高
騰
が
原
因
と
の
回
答
で
し
た
。

　

今
後
、
安
芸
高
田
市
を
存
続
さ
せ
る
た
め
に
は
、
何

を
さ
し
置
い
て
も
、
人
口
減
に
歯
止
め
を
か
け
る
事
が

重
要
な
課
題
で
あ
り
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
対
策
が
考
え
ら

れ
ま
す
が
、
特
に
、
就
労
の
場
の
確
保
と
し
て
の
、
経

済
対
策
を
最
重
点
課
題
と
し
て
実
施
す
べ
き
で
あ
る
と

思
い
ま
す
。
安
芸
高
田
市
の
農
家
は
お
よ
そ
５
，
０
０

０
戸
あ
り
ま
す
。
そ
の
内
お
よ
そ
70
％
が
兼
業
農
家
で

す
。
兼
業
農
業
を
支
援
し
て
い
く
た
め
に
は
、
就
労
の

場
の
確
保
が
必
要
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
。
市
長
コ
ラ
ム

第
77
回
（
１
月
号
）
で
少
子
高
齢
化
対
策
と
し
て
、「
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
」
の
大
切
さ
を
提
唱
し
ま
し
た
が
、

就
労
の
場
の
確
保
は
そ
れ
に
も
増
し
て
重
要
な
課
題
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

国
に
お
い
て
は
、
経
済
対
策
の
一
貫
と
し
て
「
地
方

創
生
」
を
提
唱
さ
れ
て
い
ま
す
。
事
業
採
択
に
あ
た
っ

て
は
、
自
治
体
の
独
自
性
を
求
め
て
い
ま
す
。
職
員
は

も
と
よ
り
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
一
丸
と
な
っ
て
知
恵
を

出
し
合
い
、
市
の
歴
史
・
文
化
・
芸
能
・
ス
ポ
ー
ツ
等

の
「
お
宝
」、
光
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
農
地
・
山
林
・
空

き
家
等
の
「
強
み
」
を
活
か
し
た
独
自
性
の
あ
る
提
案

を
国
・
県
に
対
し
訴
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
市
が
出
来
る
即
効
性
の
あ
る
経
済
対
策
と
し
て
、

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
や
事
業
の
早
期
発
注
等
の
経
済
対

策
を
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

78

●
申
告
の
必
要
な
人

　

○
農
業
、
商
工
業
、
不
動
産
な
ど
の

収
入
の
あ
っ
た
人

　

○
給
与
支
払
報
告
書
が
勤
務
先
か
ら

安
芸
高
田
市
へ
未
提
出
の
人

　

○
給
与
以
外
の
収
入
（
農
業
、
年
金

な
ど
）
の
あ
っ
た
人

　

○
年
金
以
外
の
収
入
（
農
業
、
不
動

産
な
ど
）
の
あ
っ
た
人

　

○
医
療
費
控
除
な
ど
年
末
調
整
で
控

除
さ
れ
て
い
な
い
控
除
を
受
け
る

人

　

○
国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い

る
人

●
申
告
の
と
き
必
要
な
書
類
な
ど

　

○
印
鑑

　

○
給
与
の
源
泉
徴
収
票

　

○
公
的
年
金
の
源
泉
徴
収
票

　

○
生
命
、
地
震
保
険
料
の
支
払
証
明

書

　

○
社
会
保
険
料
な
ど
の
支
払
証
明
書

ま
た
は
領
収
書

　

○
農
業
収
支
内
訳
書
お
よ
び
収
入
、

支
出
の
金
額
等
が
わ
か
る
も
の

（
領
収
書
・
預
金
通
帳
な
ど
）

　

○
医
療
費
控
除
の
た
め
の
領
収
書
お

よ
び
明
細
書
（
一
覧
表
で
年
間
合

計
金
額
入
り
の
も
の
）

　

○
保
険
の
満
期
の
場
合
は
、
保
険
会

社
が
発
行
し
た
証
明
書

　

○
障
害
者
手
帳
（
証
明
書
）

　

○
公
共
事
業
で
土
地
等
を
売
却
し
た

場
合
、
買
い
取
り
等
の
証
明
書

　

○
所
得
税
の
還
付
を
受
け
る
場
合
に

は
申
告
さ
れ
る
人
の
金
融
機
関

名
、
支
店
名
お
よ
び
口
座
番
号
が

わ
か
る
も
の
（
預
金
通
帳
な
ど
）

※
税
務
署
で
所
得
税
の
確
定
申
告
を
さ

れ
る
人
は
、
安
芸
高
田
市
へ
の
申
告

は
不
要
で
す
。

※
確
定
申
告
書
の
控
え
に
税
務
署
の
収

受
日
付
印
が
必
要
な
場
合
は
、
宛
名

を
記
入
し
切
手
を
貼
っ
た
返
信
用
の

封
筒
を
準
備
し
て
く
だ
さ
い
。

●
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
の
方

　

収
入
が
無
い
と
き
で
も
必
ず
申
告
し

て
く
だ
さ
い
。
申
告
が
無
い
と
税
の
減

額
措
置
が
行
わ
れ
な
い
な
ど
、
不
利
益

を
受
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

吉
田
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ�

�

４
２
―
０
０
０
８

●
平
成
26
年
分
の
確
定
申
告
・
納
期
限

　
【
所
得
税
・
贈
与
税
】

　

３
月
16
日
（
月
）
ま
で

　
【
消
費
税
・
地
方
消
費
税

�

（
個
人
事
業
者
）】

　

３
月
31
日
（
火
）
ま
で

●
吉
田
税
務
署
２
階
確
定
申
告
会
場

　
【
受
付
時
間
】

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
４
時

　
【
相
談
時
間
】

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

　

※
な
お
、土
日
、祝
日
は
業
務
を
行
っ

て
い
ま
せ
ん
。

●
納
税
は
便
利
な
口
座
振
替
を

　
【
振
替
日
】

　
〈
所
得
税
〉

　

４
月
20
日
（
月
）

　
〈
消
費
税
・
地
方
消
費
税

�
（
個
人
事
業
者
）〉

　

４
月
23
日
（
木
）

●
確
定
申
告
に
関
す
る
一
般
的
な
ご
相

談
に
つ
い
て

　
「
確
定
申
告
テ
レ
フ
ォ
ン
セ
ン
タ
ー
」

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
税
務
署
に
電
話

を
お
か
け
に
な
る
と
音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス

で
ご
案
内
し
ま
す
の
で
「
０
（
ゼ
ロ
）」

番
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

公
的
個
人
認
証
の
有
効
期
間
は
３
年

　
ｅ
―
Ｔ
ａ
ⅹ
で
申
告
す
る
場
合
に

必
要
な
公
的
個
人
認
証
は
、
有
効
期

間
が
３
年
間
で
す
。
更
新
手
続
は
本

庁
総
合
窓
口
課
で
で
き
ま
す
（
支
所

で
は
で
き
ま
せ
ん
）。

●
更
新
手
続
き
に
必
要
な
も
の

・
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
写
真
付

き
で
な
け
れ
ば
、
運
転
免
許
証
等

の
本
人
確
認
物
が
必
要
で
す
）

・
パ
ス
ワ
ー
ド
（
３
年
前
に
設
定
さ

れ
た
４
～
16
桁
の
も
の
で
す
）

・
電
子
証
明
書
の
写
し
（
３
年
前
に

お
渡
し
し
た
も
の
で
す
が
、
な
る

べ
く
お
持
ち
く
だ
さ
い
）

・
発
行
手
数
料
５
０
０
円

※
代
理
申
請
の
場
合
は
即
日
交
付
で

き
ま
せ
ん
（
必
要
な
も
の
は
事
前

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　

総
合
窓
口
課　

４
２

－

５
６
１
６

　住民税（市県民税）の申告相談が始まります。平成2７年１月１日現在、安芸高田市にお住いの方で次
に該当される方は、最寄りの相談会場で平成2６年中の収入などを申告してください。また、少しでも待
ち時間を短くするため、申告が必要と思われる方へ「市民税・県民税申告書」と「書き方」を送付いた
します。郵送での申告もできますので、「書き方」を参考にされ、なるべく自書による申告をしてください。

申�告�相�談�会�場�の�統�合�に�つ�い�て
　平成2７年２月の申告相談から相談会場を安芸高田市本庁
及び各支所に統合させていただきます。これまで、申告受付
に使用するため、個人情報（住所、氏名、所得情報等）を格
納したパソコンを持ち出し、申告相談を実施していましたが、
市民の皆さまの個人情報漏えいの危険性を少しでも排除する
ため相談会場を見直しました。市民の皆さまには、ご不便を
おかけしますが、ご理解、ご協力をお願いします。

平
成
26
年
分

申
告

相
談

税務課　 42-5614

６７



月 日 曜 吉 田 町 八千代町 美土里町 曜 日 月会場 午前 午後 会場 午前 午後 会場 午前 午後

2

16 月

安　

芸　

高　

田　

市　

役　

所　

横　
　
　
　

ク　

リ　

ス　

タ　

ル　

ア　

ー　

ジ　

ョ　
　
　

４　

階　

研　

修　

室

安　

芸　

高　

田　

市　
　

八　

千　

代　

支　

所　
　
　
　

２　

階　

第　

１　

会　

議　

室

別所、中土師、
黒瀬、下土師上、
下土師中

下土師下、上谷、
山梨、北原

安　

芸　

高　

田　

市　
　

美　

土　

里　

支　

所

川撫、奈良谷、
瀬木、向井、鳥信

横呂、横田住宅、
隠地、戌谷、原 月 16

2

17 火
小草、表桂、井山、
十念、中束、長屋口、
谷桂、桂市峠

上市、石原１・２、
久保、高野、横山

重信隠地、清田、
重信日南、
竹之内

下日南、上日南、
下市、上市、
岡の原

火 17

18 水
下市、入江沖、
長屋イ・ハ、
下入江、向桂

津々羅、室坂、
中馬河内、千川、
日南

是光、日南、上音地、
下音地、上城

上青、下青、
中青、程原、
出店、上市

水 18

19 木 日南、日南団地、
化正面、下ときわ

上ときわ、
前田住宅、大まき、
横路住宅

石丸、下市、
中市、山崎、
助実

栃木、市、
中北日南上、
下叶口、上叶口

木 19

20 金 川原、市場上・中、
隠地、於手保

上竹原、山手西、
徳田、上小山

中北日南下、上郷、山田、
叶谷、中北蔭地上、
中北蔭地下

下郷、貝原、雁子原、
畠田迫、下北蔭地、
九文久

金 20

23 月 上恩地、下大又、
上大又、水無

五郎丸、下佐々井、
門出、谷ノ城 月 23

24 火 下竹原、山手沖、
上中馬、常楽寺

山手日南下、本谷上、
本谷中、上福原、
常友日南

火 24

25 水
山手日南上、
宮之城、本谷下、
下福原、下小山

上・下新屋郷、
下中馬上、山手中、
甲元、下中馬下

水 25

26 木 みどり会１・２・３・４、
中佐々井

安森、上佐々井、
宮の下、宮の上 木 26

27 金 中原、沖原、久保地、甲田、
相合１･２･３･４･５班

西浦上・下、
後相合、山部、
印内

金 27

3

2 月 古屋、国安、
中の谷、実宗

出口東、出口西、
出口中、寺の下 智教寺、大所

寺川、岩倉、
宝前、矢賀上、
矢賀下

月 2

3

3 火
２丁目、４丁目、高樋、
柿原、柳原、左円、
上迫、六日市、
市有住宅（常友、郡山）

１丁目、５丁目、
内堀、外堀、大賀屋、
西土手、大浜、
三矢タウン

中原、道円田、
塩瀬下、塩瀬日南上、
亀谷

増屋、広森、
有藤、小谷、
引地

火 3

4 水
新町上・中、川手、
四軒屋、上国司、
国司住宅、下国司、
古市、３丁目、新町下

上・下太郎丸、川向、
浄安寺東、浄安寺西、
青迫、坂巻

高浜、砂田、
金屋、上河内

橋上、塩貝、
鉄井、下黒滝、
上黒滝

水 4

5 木
高平寺、
殿前市営住宅、
上高平寺、末石

日南下、日南中、
日南上、
東邦団地、市下

指定の日程に「申告相談」ができな
い人 木 5

６ 金 市裏、市表、土井 余井、平原、
本郷、根の谷

指定の日程に「申告相談」ができな
い人 金 ６

9 月 指定の日程に「申告相談」ができな
い人 月 9

10 火 指定の日程に「申告相談」ができな
い人 火 10

11 水 指定の日程に「申告相談」ができな
い人 水 11

12 木 指定の日程に「申告相談」ができ
ない人 木 12

13 金 指定の日程に「申告相談」ができな
い人 金 13

15 日 指定の日程に「申告相談」ができな
い人

指定の日程に「申告相談」ができ
ない人

指定の日程に「申告相談」ができな
い人 日 15

16 月 指定の日程に「申告相談」ができ
ない人 月 16

月 日 曜 高宮町 甲田町 向原町 曜 日 月会場 午前 午後 会場 午前 午後 会場 午前 午後

2

16 月

安　

芸　

高　

田　

市　
　

高　

宮　

支　

所　
　

ホ　

ー　

ル

安　

芸　

高　

田　

市　
　

甲　

田　

支　

所　
　
　

２　

階　

大　

会　

議　

室　

安　

芸　

高　

田　

市　
　

向　

原　

支　

所　
　
　

大　

会　

議　

室　

有留５・６・７ 有留１・２・３・４ 月 16

2

17 火 保垣２・４ 保垣１・３・５ 火 17

18 水 戸島２・３・４ 戸島５・６･７上下 水 18

19 木 長田５・６・７上下 長田２・３・４ 木 19

20 金 坂１３･１４ 坂１0･１１･１２ 金 20

23 月
三田林、上梶矢、下梶矢、
上竹貞、下竹貞、下川根、
山根

直会、田草、
谷口、下宮、
杉の原

１区
９区

８区
３区 月 23

24 火
行部、薬師、亀谷、
二重谷、栃原、
篠原、歌ケ谷

東城、すだれ、
切田、中原、深渡

７区
１0区

２区
６区 火 24

25 水
上城、土居谷、
日南側、柆原１、
柆原２

上仁王丸、下仁王丸、
山田、上沖城、下沖城

４区
５区（上高地）

１８区
２４区 水 25

26 木 細河内、宮迫、
宍戸城、後岡城

仲仙道、常広、
茂谷

１３区
２7区

２0区
２３区 木 26

27 金 行田、向原、
後迫、来女木市

土居之内、田屋郷、
上用地、下用地、
叶谷日原

２5区 ２6区
２８区 金 27

3

2 月 坂２下、戸島８ 坂３、長田８ 月 2

3

3 火 坂１・２上・１6・１7 坂２駅・４、
戸島９ 火 3

4 水 坂５・６・１5上下 坂８上下・９ 水 4

5 木 戸島１・１１、
坂７・長田１

指定の日程に
「申告相談」がで
きない人

木 5

６ 金 指定の日程に「申告相談」ができな
い人 金 ６

9 月 中之郷、上福田、
下福田、島之尾

水谷松之尾、下船木、
所木、五十貫部、
三田谷

１９区
２２区

１１区
１４区 月 9

10 火
門田、前川、
雇用促進住宅、上野吉広、
志部府、竹部迫

野部、下式敷、
れんげガーデン

１２区
２１区

１5区
１7区 火 10

11 水 下房後、表郷、
勘部、新迫

後側、房後柆原、
上式敷

５区（下・中高地）
１6区

指定の日程に
「申告相談」がで
きない人

水 11

12 木 野々原、原山、
上羽佐竹

中羽佐竹、信木、
下羽佐竹

指定の日程に「申告相談」ができな
い人 木 12

13 金 指定の日程に「申告相談」ができな
い人

指定の日程に「申告相談」ができな
い人 金 13

15 日 指定の日程に「申告相談」ができな
い人

指定の日程に「申告相談」ができな
い人

指定の日程に「申告相談」ができな
い人 日 15

16 月 指定の日程に「申告相談」ができな
い人

指定の日程に「申告相談」ができな
い人 月 16

申告日程 ２月16日（月）～３月16日（月） 受付時間：午前８時３０分～11時／午後１時～４時 相談会場を安芸高田市本庁及び各支所に統合させていただきます。　　
なお、申告期間中、相談会場ごとに受付できる日が限られていますので、ご注意ください。

※2月1６日から3月1６日の間は、各会場で相談を行います。このため、税務課と各支所窓口係の窓口では　申告相談できません。� ※できる限り割り当てられた日に申告してください。
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（
所
属
・
階
級
・
氏
名
）

※
所
属
は
略
称
で
表
記
し
て
い
ま
す
。

消
防
庁
長
官
表
彰

功
績
章

市
消
防
団
本
部
・
団
長　

金
山　

幸
治

永
年
勤
続
功
労
章

向
原
本
部
・
副
団
長　

山
本　

浩
司

甲
田
機
動
・
分
団
長　

行
竹　

眞
悟

元
美
土
里
本
部
・
分
団
長　

的
塲　
　

巌

広
島
県
知
事
表
彰
　

消
防
関
係
功
労
者

甲
田
本
部
・
分
団
長　

河
本　

圭
司

永
年
勤
続
優
良
消
防
団
員

美
土
里
第
３
・
分
団
長　

小
笠
原
勝
宏

高
宮
第
３
・
副
分
団
長　

柘
植　

幹
成

美
土
里
第
１
・
部
長　

山
岡　
　

治

元
八
千
代
第
４
・
団
員　

久
保　
　

壽

日
本
消
防
協
会
長
表
彰

功
績
章

元
八
千
代
本
部
・
副
団
長　

松
本　

英
治

精
績
章

向
原
本
部
・
分
団
長　

高
藤　
　

誠

吉
田
本
部
・
分
団
長　

見
附　

泰
信

30
年
以
上
勤
続
章

甲
田
本
部
・
分
団
長　

黄
幡　

伸
治

美
土
里
第
３
・
分
団
長　

小
笠
原
勝
宏

美
土
里
第
１
・
部
長　

山
岡　
　

治

吉
田
第
４
・
班
長　

青
杉　

勝
利

高
宮
第
１
・
団
員　

山
縣　

義
雄

吉
田
第
５
・
団
員　

岡
本　

隆
昭

元
吉
田
第
５
・
分
団
長　

朝
川　

道
哉

元
吉
田
第
６
・
分
団
長　

川
本　

正
明

元
吉
田
第
７
・
団
員　

広
瀬　

信
之

元
美
土
里
第
４
・
分
団
長　

上
川　

勇
二

広
島
県
消
防
協
会
長
表
彰

特
別
功
績
章

市
消
防
団
本
部
・
副
団
長　

佐
々
木　

勉

吉
田
第
１
・
部
長　

堤
中　

孝
治

甲
田
第
４
・
団
員　

水
野
俊
太
郎

功
績
章

高
宮
本
部
・
副
団
長　

八
島　

芳
樹

高
宮
本
部
・
分
団
長　

平
田　

弘
幸

美
土
里
本
部
・
分
団
長　

幸
部　

和
則

元
甲
田
第
１
・
分
団
長　

太
田　

良
治

25
年
以
上
勤
続
章

甲
田
本
部
・
分
団
長　

河
本　

圭
司

向
原
本
部
・
分
団
長　

高
藤　
　

誠

吉
田
機
動
・
副
分
団
長　

篠
田　

勝
範

吉
田
第
１
・
副
分
団
長　

谷
川　

親
弘

吉
田
第
４
・
副
分
団
長　

常
光　

和
幸

吉
田
第
６
・
団
員　

内
山　

信
雄

八
千
代
第
３
・
副
分
団
長　

道
沖　
　

浩

八
千
代
第
４
・
副
分
団
長　

柳
川　

知
昭

美
土
里
第
３
・
団
員　

宇
丹　

弘
文

高
宮
第
３
・
団
員　

松
野　

博
志

甲
田
機
動
・
班
長　

国
司　

秀
信

甲
田
第
２
・
部
長　

多
川　

輝
昭

甲
田
第
３
・
班
長　

光
實　

和
之

甲
田
第
４
・
分
団
長　

玉
井　

克
佳

甲
田
第
５
・
班
長　

関
川　

祐
治

向
原
機
動
・
団
員　

中
本　

文
昭

向
原
第
２
・
分
団
長　

末
木　

義
裕

20
年
以
上
勤
続
章

向
原
第
２
・
副
分
団
長　

小
畠　

充
博

吉
田
機
動
・
部
長　

竹
内　

正
樹

吉
田
第
３
・
団
員　

日
野
原　

繁

吉
田
第
７
・
団
員　

久
城　

祐
二

吉
田
第
７
・
団
員　

森
本　

貞
彦

八
千
代
第
１
・
団
員　

井
木　

一
樹

八
千
代
第
２
・
部
長　

谷
口　

健
司

八
千
代
第
３
・
団
員　

升
田　
　

強

八
千
代
第
３
・
団
員　

田
川　

哲
也

八
千
代
第
３
・
団
員　

道
沖　

義
輝

美
土
里
第
４
・
部
長　

下
杉　

嘉
基

高
宮
第
１
・
副
分
団
長　

松
長　

義
樹

高
宮
第
１
・
団
員　

有
間　

孝
次

高
宮
第
２
・
団
員　

岡
田　

雅
彦

高
宮
第
３
・
団
員　

泉　
　

安
秀

高
宮
第
４
・
班
長　

大
元　

昌
彦

高
宮
第
６
・
副
分
団
長　

上
田　

正
幸

甲
田
第
１
・
班
長　

原
田　

和
雄

甲
田
第
２
・
班
長　

益
田　

真
司

甲
田
第
４
・
部
長　

田
村　

浩
司

甲
田
第
７
・
班
長　

下
田
秀
太
郎

甲
田
第
７
・
班
長　

川
井　

光
雄

向
原
第
２
・
団
員　

下
川　

耕
平

15
年
以
上
勤
続
章

高
宮
本
部
・
分
団
長　

延
藤　
　

光

吉
田
第
１
・
団
員　

和
田　

良
男

吉
田
第
３
・
団
員　

山
本　

光
晴

吉
田
第
４
・
団
員　

武
田　

勇
人

吉
田
第
４
・
団
員　

武
田　

直
人

吉
田
第
７
・
団
員　

益
原　

辰
弥

八
千
代
第
３
・
団
員　

大
上　

英
樹

八
千
代
第
３
・
団
員　

竹
岡　

克
美

美
土
里
第
１
・
班
長　

中
迫　

史
明

美
土
里
第
１
・
団
員　

中
迫　

大
介

美
土
里
第
２
・
団
員　

四
十
山
義
治

美
土
里
第
２
・
団
員　

中
村　
　

聰

美
土
里
第
３
・
団
員　

桜
尾　

宏
章

美
土
里
第
３
・
班
長　

高
松　

大
介

美
土
里
第
３
・
団
員　

小
笠
原　

諭

高
宮
第
３
・
団
員　

宮
本　

伸
己

高
宮
第
５
・
団
員　

難
波　

隆
宏

高
宮
第
６
・
団
員　

藤
本　

悦
志

甲
田
第
６
・
班
長　

沖
田　

伸
二

向
原
機
動
・
班
長　

金
川　

佳
寛

向
原
第
１
・
班
長　

寺
川　

壮
太

向
原
第
１
・
団
員　

舩
川　

順
司

向
原
第
２
・
団
員　

岩
崎　
　

開

向
原
第
２
・
団
員　

檜
山　

貴
治

元
美
土
里
第
３
・
団
員　

佐
伯　

隆
昭

広
島
県
消
防
協
会
安
芸
高
田

支
部
長
表
彰

功
績
章

美
土
里
本
部
・
分
団
長　

水
戸　

昇
司

吉
田
第
１
・
団
員　

森
川　

哲
也

吉
田
第
２
・
団
員　

佐
々
木　

誠

吉
田
第
２
・
団
員　

坂
原　

秀
徳

吉
田
第
６
・
団
員　

坂
田　

智
宏

吉
田
第
７
・
団
員　

柏　
　

直
斗

八
千
代
第
２
・
団
員　

小
又　
　

智

八
千
代
第
２
・
団
員　

上
村　
　

悟

八
千
代
第
３
・
団
員　

川
崎　

宏
和

美
土
里
第
３
・
団
員　

山
岡　

直
樹

高
宮
第
３
・
班
長　

山
﨑　

通
敬

高
宮
第
３
・
団
員　

宮
木　

佳
樹

高
宮
第
４
・
団
員　

秋
國　
　

強

甲
田
第
１
・
団
員　

末
本　

大
克

甲
田
第
２
・
団
員　

宮
本　

達
哉

甲
田
第
５
・
団
員　

神
川　

正
文

甲
田
第
６
・
班
長　

新
田　

義
信

甲
田
第
６
・
団
員　

池
町
誠
志
郎

甲
田
第
７
・
団
員　

宗
下　

智
宏

向
原
第
１
・
団
員　

小
野　

光
基

向
原
第
４
・
分
団
長　

望
月　

隆
司

10
年
以
上
勤
続
章

高
宮
本
部
・
分
団
長　

小
笠
原　

誠

吉
田
第
２
・
団
員　

宗
山　

健
治

吉
田
第
３
・
団
員　

佐
々
木
克
訓

吉
田
第
４
・
団
員　

岩
本　

武
敏

吉
田
第
７
・
団
員　

村
本　

嘉
雄

吉
田
第
８
・
副
分
団
長　

藤
井　

孝
之

吉
田
第
８
・
団
員　

川
舛　

裕
之

八
千
代
第
１
・
団
員　

田
中　
　

茂

八
千
代
第
１
・
団
員　

古
本　
　

悟

八
千
代
第
１
・
班
長　

平
本　

浩
章

八
千
代
第
４
・
団
員　

浅
枝　

繁
明

美
土
里
第
１
・
団
員　

住
田　

一
幸

美
土
里
第
２
・
団
員　

佐
々
木
覚
朗

美
土
里
第
２
・
団
員　

奥
原
祐
一
郎

美
土
里
第
３
・
団
員　

角
田　

充
英

美
土
里
第
３
・
団
員　

中
元　

将
昭

高
宮
第
１
・
団
員　

黒
田　

浩
樹

高
宮
第
１
・
団
員　

岩
見　

孝
志

高
宮
第
３
・
団
員　

田
中　
　

要

高
宮
第
４
・
団
員　

吉
岡　

月
美

高
宮
第
５
・
団
員　

石
樵　

良
吉

高
宮
第
６
・
団
員　

熊
高　

慎
二

高
宮
第
６
・
団
員　

末
廣　

康
樹

高
宮
第
６
・
団
員　

青
木　

高
美

甲
田
機
動
・
団
員　

井
上　

志
朗

甲
田
第
１
・
団
員　

徳
森　

剣
司

甲
田
第
２
・
団
員　

山
田　

幸
司

甲
田
第
２
・
団
員　

宮
本　

篤
司

甲
田
第
２
・
団
員　

満
越　

弘
樹

甲
田
第
２
・
団
員　

國
元　

英
雄

甲
田
第
７
・
団
員　

原
重　

最
大

向
原
機
動
・
団
員　

出
田　

広
志

向
原
機
動
・
団
員　

川
口　

慎
治

向
原
機
動
・
団
員　

佐
竹　

群
之

向
原
第
１
・
団
員　

小
川　

孝
治

向
原
第
１
・
団
員　

石
見　

正
哉

向
原
第
１
・
団
員　

岸
川　

亮
平

向
原
第
３
・
団
員　

倉
田　

英
治

安
芸
高
田
市
消
防
団
長
表
彰

５
年
以
上
勤
続
章

高
宮
第
４
・
団
員　

村
井　

文
幸

吉
田
機
動
・
団
員　

久
光　

博
士

吉
田
第
１
・
団
員　

津
賀
山
泰
佑

吉
田
第
１
・
団
員　

国
本　

康
幸

吉
田
第
２
・
団
員　

木
坂　

浩
基

吉
田
第
６
・
団
員　

沼
津　

康
宏

吉
田
第
７
・
班
長　

角　

浩
二
郎

吉
田
第
８
・
団
員　

大
瀬
音
浩
二

吉
田
第
８
・
団
員　

船
本　

修
司

八
千
代
第
１
・
団
員　

政
木　
　

稔

八
千
代
第
３
・
団
員　

武
村　

耕
二

八
千
代
第
４
・
団
員　

末
本　

篤
志

美
土
里
第
１
・
団
員　

松
笠　

和
治

美
土
里
第
３
・
団
員　

川
先　

直
幸

美
土
里
第
３
・
団
員　

立
川　

研
史

高
宮
第
１
・
団
員　

高
下　

正
晴

高
宮
第
１
・
団
員　

水
木　

敏
博

高
宮
第
３
・
団
員　

升
田　

信
昭

高
宮
第
５
・
団
員　

平
田　

直
輝

高
宮
第
５
・
団
員　

大
番　

隆
行

高
宮
第
６
・
団
員　

丸
山　

哲
平

甲
田
機
動
・
団
員　

岩
谷　

典
亮

甲
田
機
動
・
団
員　

渡
辺　

勝
彦

甲
田
第
２
・
団
員　

小
島　

浩
義

甲
田
第
２
・
団
員　

横
山　

晋
吾

甲
田
第
４
・
団
員　

平
川　
　

学

甲
田
第
６
・
団
員　

川
森　

康
弘

甲
田
第
６
・
団
員　

住
吉　

直
宏

向
原
機
動
・
団
員　

増
田　

峻
輔

向
原
第
１
・
団
員　

今
井
友
一
郎

向
原
第
２
・
団
員　

谷
上　

雅
彦

向
原
第
４
・
団
員　

奥
田　

賢
司

元
向
原
第
３
・
団
員　

藤
本　

竜
司

（
所
属
・
元
階
級
・
氏
名
・
勤
務
年
数
）

感
謝
状
贈
呈

団
長
感
謝
状

（
平
成
26
年
２
月
６
日
付�

退
団
）

美
土
里
第
４
・
班
長�

道
林　

順
二
20

（
平
成
26
年
６
月
30
日
付�

退
団
）

向
原
機
動
・
団
員�

倉
田　

哲
也
６

（
平
成
26
年
９
月
30
日
付�

退
団
）

八
千
代
第
４
・
団
員�

佐
々
木　

健
６

（
平
成
26
年
12
月
31
日
付�

退
団
）

八
千
代
本
部
・
副
団
長�

松
本　

英
治
34

八
千
代
本
部
・
分
団
長�

吉
本　

幹
三
43

吉
田
機
動
・
副
分
団
長�

西
井　

静
男
38

吉
田
機
動
・
部
長�
西
川　

公
夫
34

吉
田
第
１
・
班
長�
植
﨑　

正
明
35

吉
田
第
３
・
副
分
団
長�
俵　
　

秀
樹
39

吉
田
第
５
・
団
員�

上
田
誉
志
彦
11

吉
田
第
５
・
団
員�

藤
田　

康
弘
７

吉
田
第
７
・
分
団
長�

今
谷　

敏
昭
30

吉
田
第
８
・
分
団
長�

川
本　

国
夫
33

吉
田
第
８
・
団
員�

西
岡　

保
典
28

吉
田
第
８
・
団
員�

川
本　

辰
彦
22

八
千
代
第
４
・
団
員�

久
保　
　

壽
30

美
土
里
第
３
・
団
員�

佐
伯　

隆
昭
15

高
宮
第
２
・
班
長�

吉
岡　
　

琢
21

高
宮
第
２
・
団
員�

土
井　

博
文
27

甲
田
第
１
・
分
団
長�

太
田　

良
治
28

甲
田
第
２
・
団
員�

村
上　

長
司
16

向
原
第
３
・
団
員�

藤
本　

竜
司
５

向
原
第
４
・
団
員�

佐
々
木
富
男
37

向
原
第
４
・
団
員�

城
﨑　

弘
行
27

（
平
成
26
年
12
月
31
日
付�

解
散
）

　

山
田
婦
人
消
防
隊

�

（
昭
和
37
年
12
月
1
日
結
成
）

広
島
市
長
感
謝
状

応
援
要
請（
自
然
災
害
対
応
）

　

安
芸
高
田
市
消
防
団

　

１
月
11
日
（
日
）、
安
芸
高
田
消
防
ヘ
リ
ポ
ー
ト
で
安
芸
高
田

市
消
防
出
初
式
が
行
わ
れ
消
防
団
、
消
防
署
、
来
賓
、
観
客
等
約

７
４
０
名
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
開
会
に
先
立
ち
、
広
島
市
消
防

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
飛
来
し
、
広
島
県
知
事
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
届
け

ら
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
消
防
団
員
、
消
防
職
員
に
よ
る
徒
歩
部
隊
と
各
種
消

防
車
両
に
よ
る
車
両
部
隊
の
壮
観
な
分
列
行
進
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
各
種
の
表
彰
が
行
わ
れ
た
の
ち
、
最
後
は
空
に
む

け
て
豪
華
な
一
斉
放
水
を
行
い
、
式
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

平
成
27
年

安
芸
高
田
市
消
防
出
初
式

消防署・各方面隊による一斉放水

消防団長ら観閲者による観閲

車両部隊による分列行進

1011
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佐
さ

々
さ

木
き

�哲
てつ

夫
お

�さん
安芸高田市立向原中学校　校長　

　昭和53年、旧高田郡美土里町立美土里中学校教諭に採用されて以来、現在は安芸高
田市立向原中学校長として、学校教育における教育実践等に顕著な成果を上げているこ
とが認められ、この度、優秀教職員として文部科学大臣表彰を受賞されました。
　特に平成14年からは、広島県教育委員会指導第一課の教育指導監、芸北教育事務所
長、備北教育事務所長、福山教育事務所長を歴任され、広島県教育行政の推進と発展に
貢献されました。

文部科学大臣優秀教職員表彰を受賞されました

山
やま

本
もと

　昭
あき

雄
お

�さん
広島県遺族会常務理事	
安芸高田市遺族連合会　会長

　高田郡遺族連合会事務局長を経て平成14年4月から安芸高田市（旧高田郡）遺族連
合会会長に就任。平成18年7月からは、広島県遺族会常務理事にも就任。戦傷病者、
戦没者遺族、未帰還者留守家族等の援護事業に携わってこられた功績が認められ、厚生
労働大臣表彰を受賞されました。

厚生労働大臣表彰を受賞されました

安芸高田警察署交通ミニコーナー
●平成26年交通事故発生状況（年間累計）

人身事故

区　分 本年 前年 前年同期比増減数

117件

0人

172人

141件

5人

172人

－24件

－5人

±0人

死 者 数

負傷者数

H26.12末現在
安芸高田警察署管内

減らそう犯罪

○積雪・凍結時の事故の特徴

　☆時間帯－朝の通勤時間帯に多発

　☆特徴－直線道路の追突事故が最多

　☆積雪・凍結時の事故の原因は－タイヤの不備より

も人的原因がほとんど

　☆積雪・凍結時の事故を防ぐには－道路状況に応じ

た安全速度

広島県では、「点ける広島県」
ライト点灯運動実施中

83

　送り付け商法とは、電話で「注文

の商品を送ります」と言って頼んで

いない物を送り、高額な代金を払わ

せようとする手口です。

　相手の狙いは、「忘れただけで注

文したかもしれない」と思わせるこ

とです。

　断っても「声も録音してある、裁

判するぞ」などと強い口調で強引に

せまり、最後には納得させるのです。

　はっきり断ってください。

　送られてきても受け取りを拒否

し、もし受け取った場合でも、すぐ

誰かに相談してください。

一人で悩まず、誰かに相談！

送り付け商法に気を付けて

　毎年、この時期は凍結・積雪による事故が増加しま
す。滑り止め装置は必ず着装し、時間と心にゆとりを
持ち、交通事故防止に努めましょう。

つ

※平成26年中、市内の死亡事故は0件でした。

春
の
全
国
火
災
予
防
運
動
が�

実
施
さ
れ
ま
す
。

　

毎
年
、
３
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
の

一
週
間
は
春
の
全
国
火
災
予
防
運
動
の

期
間
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
春
に
向
け
て
空
気
が
乾
燥

し
、
火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
季
に
な

り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
時
季
に
は
、
改
め
て
火

気
の
取
扱
い
に
よ
り
一
層
の
注
意
を
払

う
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

注
意
報
や
警
報
に
十
分
注
意
し
て
、

空
気
が
特
に
乾
燥
し
て
い
る
日
や
、
風

の
強
い
時
に
は
火
入
れ
や
焚
き
火
な
ど

を
行
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
火
入
れ
等
の
火
災
と
ま
ぎ
ら

わ
し
い
煙
又
は
火
炎
を
発
す
る
お
そ
れ

の
あ
る
行
為
を
行
う
際
に
は
消
防
署
へ

の
届
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
届
出
様

式
は
消
防
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
及
び
消

防
署
に
あ
り
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

安
芸
高
田
消
防
署
警
防
係

防
火
餅
つ
き
を
行
い
ま
し
た
。

　

12
月
3
日
（
水
）
に
か
わ
ね
保
育
園

幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
が
防
火
餅

つ
き
を
行

い
ま
し
た
。

　

消
防
職

員
か
ら
の

防
火
講
話

で
火
事
の

恐
ろ
し
さ

を
学
ん
だ

後
、
園
児
、

先
生
及
び

地
域
の
方

方
と
消
防
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
ひ
の

す
け
の
応
援
も
受
け
な
が
ら
防
火
の
願

い
を
込
め
て
餅
を
つ
き
ま
し
た
。

～
急
な
温
度
変
化
が
あ
る�

�

場
所
に
は
要
注
意
～

　

寒
い
時
期
に
は
、
暖
か
い
室
内
か
ら

暖
房
の
効
い
て
い
な
い
浴
室
な
ど
に
い

く
と
急
な
寒
さ
で
身
が
縮
ま
る
思
い
を

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
急

激
な
温
度
変
化
が
も
た
ら
す
身
体
へ
の

影
響
に
よ
る
も
の
で
「
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ

ク
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

【
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
と
は
】

　

日
常
生
活
な
ど
に
お
い
て
、
自
分
達

を
取
り
巻
く
気
温
が
急
激
に
変
化
す
る

と
、
心
臓
な
ど
の
大
事
な
血
管
に
大
き

な
負
担
を
か
け
て
し
ま
い
ま
す
。

　

特
に
、
急
な
寒
さ
は
体
の
中
の
血
管

が
急
激
に
「
ギ
ュ
ッ
！
」
と
収
縮
し
、

血
圧
が
一
気
に
上
が
る
た
め
に
脳
卒
中

や
心
疾
患
の
危
険
性
が
高
ま
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
態
を
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク

と
言
い
ま
す
。
最
悪
の
場
合
、
心
停
止

を
起
こ
し
て
突
然
倒
れ
て
し
ま
う
こ
と

も
あ
る
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

　

こ
ん
な
時
、
最
も
大
切
な
の
は
病
気

や
事
故
の
予
防
と
適
切
な
応
急
手
当
で

す
。
現
場
に
居
合
わ
せ
た
市
民
か
ら
救

急
隊
へ
、
そ
し
て
医
師
へ
と
引
き
継
が

れ
て
い
く
「
救
命
の
リ
レ
ー
」
を
途
切

れ
さ
せ
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
第
一

走
者
で
あ
る
市
民
の
皆
さ
ん
の
バ
ト
ン

の
受
け
渡
し
が
重
要
な
の
で
す
。

普
通
救
命
定
期
講
習
会�

受
講
者
募
集
！

　

消
防
署
で
は
毎
月
１
回
「
普
通
救
命

定
期
講
習
会
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

○
開
催
日　

毎
月
第
３
日
曜
日

○
場　

所　

�

安
芸
高
田
消
防
署　

※
お
申
し
込
み
期
限
は
毎
月
第
２
日
曜

日
ま
で
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

受
講
者
が
少
人
数
（
１
人
で
も
可
）

の
場
合
で
も
講
習
会
を
開
催
し
ま

す
。
受
講
を
ご
希
望

の
方
は
、
お
気
軽
に

「
警
防
課
救
急
係
」

ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

火 災

救 急

救 助

そ の 他

1件
（19件）

123件
（1,503件）

3件
（25件）

5件
（41件）

12月

僕
も
応
援
し
た
よ
！
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健
康

い
い

カ
ラ
ダ

　

国
民
健
康
保
険
と
介
護
保
険
の
両

方
で
自
己
負
担
金
を
支
払
わ
れ
て
い

る
と
き
、
世
帯
の
負
担
金
が
軽
減
さ

れ
る
よ
う
、
基
準
額
を
超
え
た
自
己

負
担
額
が
「
高
額
医
療
・
高
額
介
護

合
算
療
養
費
」
と
し
て
支
給
さ
れ
ま

す
。

　

対
象
と
な
ら
れ
る
方
に
は
12
月
に

お
知
ら
せ
を
送
付
し
て
お
り
ま
す
。

お
知
ら
せ
が
届
い
た
方
は
申
請
を
し

て
く
だ
さ
い
。

　

計
算
期
間
や
申
請
に
必
要
な
も

の
、
自
己
負
担
限
度
額
は
次
の
と
お

り
で
す
。

○
計
算
期
間

　

平
成
25
年
８
月
か
ら
平
成
26
年
７

月
ま
で
の
１
年
間

○
申
請
に
必
要
な
も
の

　

・
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

　

・
振
込
先
の
金
融
機
関
名
、
口
座

番
号
、
口
座
名
義
人
が
確
認
で

き
る
も
の

　

・
認
め
の
印
鑑

※
申
請
手
続
き
の
注
意
点

　

計
算
期
間
内
に
次
の
変
更
が
あ
っ

た
方
は
お
知
ら
せ
が
で
き
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。
お
手
数
で
す
が
領
収

書
等
で
支
給
対
象
と
な
る
か
ご
確
認

い
た
だ
き
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

・
市
町
を
越
え
る
住
所
変
更

・
国
民
健
康
保
険
以
外
の
保
険
か
ら

国
民
健
康
保
険
に
変
わ
っ
た
方

○
自
己
負
担
限
度
額

　

左
の
表
１
の
よ
う
に
設
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

○
自
己
負
担
額
の
計
算
例

　

70
歳
以
上
、
市
民
税
非
課
税
（
低

所
得
Ⅱ
）
の
２
人
世
帯

食生活に関するご相談は、お気軽に保健医療課　栄養士にお問い合わせ下さい。（ ４２－５６３３）

安芸高田市食生活改善推進協議会
保健医療課　栄養士

　寒くなると体力も低下してきて、ビタミン不足で風邪をひきやすくなり
ます。風邪をひかないようにするためには、疲れない身体をつくることが
大切です。栄養をしっかり体の中に摂り入れて、生活リズムを整えましょう。
　冬に採れる野菜には、大根やごぼうなどの根菜類は、煮込み料理な
ど加熱して料理することで体を温める働きをします。
　小松菜やブロッコリーには、喉や鼻の粘膜を丈夫に保つビタミンＡが

豊富に含まれています。ネギやカリフラワーなどの淡色野菜には、白血
球を活性化して病気や風邪を防ぐ力を強くする成分があります。また、
野菜に含まれる栄養素にはビタミンＣ、カリウムなど水溶性のものがあり
ます。鍋や具だくさんのスープなど煮汁ごと食べましょう。
　冬野菜の栄養と効果的で美味しい食べ方を知って、毎日を元気に過ご
しましょう。

こんにゃくのから揚げ

（１人分エネルギー：66kcal、塩分：0.6g）

　　　

（作り方）

①こんにゃくはゆでて、ひと口大にちぎ
る。
②①にしっかり、から揚げ粉をまぶして、
油で揚げる。

安芸高田市食生活改善推進協議会
美土里支部

（材料　４人分）

こんにゃく�…１枚（２８0ｇ）
からあげ粉（市販品）�…２５ｇ
揚げ油

私たちが紹介します

ヘルシーな一品!!

今月の食材　こんに
ゃく

風邪に負けない身体をつくろう!!

安芸高田市 県平均 県内順位

一　　般 28，404 26，798 8

退職本人 25，909 29，962 18

退職扶養 46，963 25，162 2

全被保険者 28，473 26，906 8

（※県内順位・・県内23市町で1人当たり費用額が高い順）

平成26年10月診療分
１人当り医療費（単位：円）

　

食
生
活
（
安
芸
高
田
市
食
育
推
進
計
画
）
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
は

食
の
大
切
さ
を
考
え
な
が
ら
、
お
い
し
く�

・
楽
し
く
・
き
ち
ん
と
食
べ
よ
う

☆
お
い
し
く
減
塩
し
ま
し
ょ
う
☆

　

食
塩
の
摂
り
す
ぎ
は
高
血
圧
、
心
臓
病
な
ど
生
活
習

慣
病
の
リ
ス
ク
を
高
め
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
人

の
３
人
に
１
人
は
、
高
血
圧
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
減

塩
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

平
成
27
年
度
か
ら
日
本
人
の
食
事
摂
取
基
準
に
お

け
る
塩
分
摂
取
目
標
が
さ
ら
に
厳
し
く
な
り
ま
す
!!

　

１
日
男
性
８
ｇ
女
性
７
ｇ
未
満
を
目
標
に
し
ま

し
ょ
う
！
（
高
血
圧
症
の
方
は
男
女
と
も
に
１
日

６
ｇ
未
満
を
目
安
に
）

☆
減
塩
の
ポ
イ
ン
ト
☆

　

す
ぐ
に
目
標
値
ま
で
減
塩
す
る
の
は
難
し
い
こ
と
で

す
が
、
減
塩
の
ポ
イ
ン
ト
を
取
り
入
れ
無
理
な
く
続
け

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

①
塩
を
減
ら
す

　

○
新
鮮
な
食
材
を
用
い
る

　
　

食
材
の
持
ち
味
を
生
か
し
た
薄
味
の
料
理
を

　

○
低
塩
の
調
味
料
を
使
う　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

酢
、
ケ
チ
ャ
ッ
プ
、
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
、
ド
レ
ッ
シ
ン

グ
を
上
手
に
使
う

　

○
具
だ
く
さ
ん
の
味
噌
汁
に
す
る

　
　

同
じ
味
つ
け
で
も
減
塩
で
き
る

　

○
漬
け
物
を
控
え
る

　
　

浅
漬
け
に
し
て
、
で
き
れ
ば
少
量
に

　

○
め
ん
類
の
汁
は
残
す

　
　

全
部
残
せ
ば
２
～
３
ｇ
減
塩
で
き
る　

　

○
香
辛
料
、
香
味
野
菜
や
果
物
の
酸
味
を
利
用
す
る

　
　

こ
し
ょ
う
、
七
味
、
し
ょ
う
が
、
柑
橘
の
酸
味
を

組
み
合
わ
せ
る

　

○
外
食
や
加
工
食
品
を
控
え
る

　
　

目
に
見
え
な
い
食
塩
が
隠
れ
て
い
る

　

○
し
ょ
う
ゆ
は
「
か
け
る
」
か
ら
「
つ
け
る
」
へ

　
　

料
理
が
し
ょ
う
ゆ
を
吸
い
す
ぎ
る
こ
と
も
な
い
の

で
塩
分
の
調
節
も
し
や
す
い

　

②
余
分
な
塩
分
を
出
す

　
　

塩
分
排
出
機
能
が
あ
る
ミ
ネ
ラ
ル
豊
富
な
緑
黄
色

野
菜
、
豆
類
、
い
も
類
、
果
物
、
海
藻
を
多
く
と

り
ま
し
ょ
う
。

　

③
よ
く
噛
ん
で
食
べ
る

　
　

食
材
の
自
然
な
味
が
わ
か
る
よ
う
に
な
る
の
で
、

薄
味
で
も
お
い
し
く
食
べ
ら
れ
減
塩
に
つ
な
が
り

ま
す
。

　

④
栄
養
成
分
表
示
を
み
ま
し
ょ
う

　
　

市
販
加
工
食
品
等
は
ナ
ト
リ
ウ
ム
量
で
の
表
示
が

多
い
の
で
、
塩
分
量
を
知
る
た
め
の
計
算
式
が
あ

り
ま
す
。

食
塩
相
当
量
（
ｇ
）=　

�
�

ナ
ト
リ
ウ
ム
の
量
（
㎎
）
×
２
．
５
４
÷
１
０
０
０

　

ナ
ト
リ
ウ
ム
量
４
０
０
㎎　

≒　

塩
１
ｇ

　

塩
分
は
摂
っ
て
い
な
い
よ
う
で
意
外
に
と
っ
て
い

ま
す
。
薄
味
に
慣
れ
て
お
い
し
く
楽
し
く
食
事
を
し

ま
し
ょ
う
。

【
健
康
あ
き
た
か
た
21
】

～
食
生
活
・
歯
の
健
康
部
会
～

「
み
ん
な
が
い
き
い
き
笑
顔
で
助
け
合
え
る
ま
ち
」

健
康
あ
き
た
か
た
21
推
進
中
！

少
な
く
と
も
一
生
に
一
度
は

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
！

　

肝
臓
は
Ｂ
型
・
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
て
い
て
も
、
な
か
な
か
自

覚
症
状
が
出
ま
せ
ん
。
症
状
が
な
い
ま
ま
病
気
が
進
行
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　

広
島
県
で
は
、
指
定
さ
れ
た
医
療
機
関
及
び
県
保
健
所
で
肝
炎
ウ
イ
ル
ス

検
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。ま
た
安
芸
高
田
市
は
健
康
増
進
法
に
基
づ
い
て
、

対
象
年
齢
の
方
に
市
の
健
診
で
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
検

査
は
簡
単
な
採
血
で
行
い
ま
す
。

　

是
非
一
生
に
一
度
は
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

《
検
査
の
種
類
》

＊
治
療
内
容
に
よ
っ
て
は
医
療
費
の
助
成
も
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

肝
炎
相
談
室
（
医
療
に
関
す
る
専
門
的
な
相
談
）　

相
談
に
係
る
費
用

は
無
料
で
す
。

広
島
大
学
病
院
：
広
島
市
南
区
霞
１
の
２
の
３

	

電
話
：
０
８
２ 

－
 

２
５
７ 

－

 

１
５
４
１

福
山
市
民
病
院
：
福
山
市
蔵
王
町
５
の
２
３
の
１

	

電
話
：
０
８
４ 

－

 

９
４
１ 

－

 

５
１
５
１

＊
相
談
日
は
、
土
、
日
、
祝
日
及
び
年
末
年
始
の
日
は
除
き
ま
す
。

【
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
】

健
康
あ
れ
こ
れ

【
お
問
い
合
わ
せ
】
保
健
医
療
課　

☎
４
２

－

５
６
３
３

検
査
の
種
類

実
施
主
体

お
問
い
合
わ
せ
先

職
場
の
健
康
診
断

（
お
勤
め
先
に
よ
っ
て
は
受
け
ら
れ

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
）

加
入
し
て
い
る

医
療
保
険
者
等
お
勤
め
先

無
料
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査

西
部
保
健
所

広
島
支
所

０
８
２

－

５
１
３

－

５
５
２
６

（
受
診
可
能
な
医
療
機
関
等

ご
相
談
く
だ
さ
い
）

高
額
医
療
・
高
額
介
護
合
算
療
養
費
に
つ
い
て

�
保
健
医
療
課　

４
２

－

５
６
１
９

区分 限度額
現役並み所得者 67万円
一 般 56万円
低 所 得 Ⅱ 31万円
低 所 得 Ⅰ 19万円

７0歳以上

現役並み所得者…高齢受給者証の負担割合が3割の方
一　　般…	市民税課税世帯で現役並み、低所得Ⅱ及び

Ⅰ以外の方
低所得Ⅱ…市民税非課税世帯で低所得Ⅰ以外
低所得Ⅰ…市民税非課税世帯で世帯員全員の所得が0円

区分 限度額
上 位 所 得 者 126万円
一 般 67万円
市民税非課税 34万円

７0歳未満

上位所得者…	 総所得金額等が600万円を超える世帯、
または所得の申告がない世帯

表１　自己負担限度額

年間の負担が、40万円から31万円になります

各制度の自己負担額
（国保の高額療養費または介護の高額介
護サービス費で支給された額は除く）
①医療保険 15万円
②介護保険 25万円
③合計（①+②） 40万円
④基準額 31万円
⑤支給額（③-④） �9万円

1415



げんきな親子
子育て中のみなさんを応援するコーナー。�
子育てに関係する情報をいろいろ掲載します。

子育て支援センター

【プレイルーム】
　クリスタルアージョ１階にあるプレイ

ルームは、子育て中の親子が集い交流しあえる場所です。
３歳までのお子様向けのオモチャを置いていますので保護
者の方と一緒にお気軽にご利用下さい。
■場　　所　クリスタルアージョ１階　エレベーター正面
■利用時間　月曜日～金曜日　８：３0～１7：１5

【子育て交流会】

■持ち物　水分補給の飲み物、汗拭きタオル、着替え等
■人数や季節等により時間が前後する場合がありますので
ご了承ください。
■託児はありませんが、対象年齢ではないごきょうだいを
連れてこられても大丈夫です。
■ご利用は無料です。ご予約は必要ありません。
子育て支援センター（ ４7－１２８３）

【子育て相談】
　子育て支援センターでは、	家庭児童相談員・母子自立支
援員・保健師・子育て支援員が子育てに関する悩みなど相
談に応じています。	お子様と一緒にお気軽においでくだ
さい。	
〈電話での相談も受け付けています。〉
■受付時間　月曜～金曜日　８：３0～１7：１5
子育て支援センター（ ４7-１２８３）

と　　き と こ ろ 内　　容
２月１９日（木）	

１0：１5～１0：３0　受付	
１0：３0～１１：00　活動

クリスタルアージョ　１階	
プレイルーム
（吉田町）

親子交流会
＊対象年齢
　２～４歳児

２月２6日（木）	
１0：１5～１0：３0　受付	
１0：３0～１１：１5　活動

吉田運動公園	
エアロビクス室	
（吉田町）

親子体操
＊対象年齢
　０～１歳児

月日・受付時間 対　　象 会　場
２月１２日（木）
１３:00～１３:１5

３歳児健康診査
・H23年８月生まれ

安芸高田市民文化センター
クリスタルアージョ４階

２月１９日（木）
１３:00～１３:１5

１歳６か月児健康診査
・H25年７月生まれ

安芸高田市民文化センター
クリスタルアージョ４階

２月２6日（木）
１３:00～１３:１5

乳児健康診査
・H26年４月生まれ

安芸高田市民文化センター
クリスタルアージョ２階

※※健診内容は、診察、身体計測、食生活・歯・ことばなど育
児全般における個別相談。
※対象児には個人通知します。
※体調不良やその他の理由で欠席される場合は、事前に保健医
療課（ 42－5633）までご連絡ください。

園庭開放・体験入園日程
　子どもたちは友だちと遊んだり、	お母さんと遊んだりと楽
しい時間が過ごせます。	そのかたわらで、	お母さんたちは
育児の悩みなど情報交換もできます。	
●持参するもの　お茶・タオル・着替え

寒稽古にて、甲田文化センターミューズから
江の川に向けて走り出す子どもたち（1月11日（日）撮影）

日　　　時 保育所（園）名 内　　　容
２月３日（火）	
 ９：３0～１１：00 かわね保育園 園 庭 開 放

２月４日（水）	
 ９：３0～１１：00 ふなさ保育園 園 庭 開 放

２月５日（木）	
１0：３0～１１：４5 ひの川幼稚園 体 験 入 園

（要申込・1月末締切）
２月６日（金）	
１0：00～１１：３0 吉田幼稚園 園 庭 開 放

２月１0日（火）	
１0：00～１１：３0 吉田保育所 園 庭 開 放

２月１0日（火）	
 ９：３0～１１：00 くるはら保育園 園 庭 開 放

２月１２日（木）	
 ９：３0～１１：00 ひまわり保育所 園 庭 開 放

２月１２日（木）	
１0：00～１１：３0 小田東保育所 園 庭 開 放

２月１7日（火）	
１0：00～１１：３0 吉田保育所 園 庭 開 放

２月１7日（火）	
１0：00～１１：３0 小原保育所 園 庭 開 放

２月１８日（水）	
 ９：４5～１１：00 甲立保育所 園 庭 開 放

２月１８日（水）	
１0：３0～１１：４5 ひの川幼稚園 園 庭 開 放

（なかよし広場）
２月１９日（木）	
 ９：３0～１１：00 みどりの森保育所 園 庭 開 放

２月１９日（木）	
１0：00～11：３0 向原こばと園 園 庭 開 放

２月２0日（金）	
１0：00～１１：３0 吉田幼稚園 お た の し み 会

２月２４日（火）	
１0：00～１１：３0 吉田保育所 園 庭 開 放

２月２5日（水）	
 ９：３0～１１：３0 入江保育園 園 庭 開 放

２月２6日（木）	
１0：00～１１：３0 みつや保育所 園 庭 開 放

◆下記の保育園は、随時園庭開放を行っております。行事の
都合がありますので、各保育園にお問い合わせください。
刈田保育園　　　　 ５２－２０９９
八千代南保育園　　 ５２－３０４８
可愛保育園　　　　 ４３－１７７６

　おむつをいつ、どのようにはずすのか、親にとっては
悩ましい課題のひとつです。
　おしっこの間隔が長くなり、尿意を感じ始める１歳頃
から２歳半頃にかけて次の４つのステップで、トイレッ
トトレーニングを進めてみましょう。

★ステップ０：子どものおしっこの間隔を確かめよう
　

★ステップ１：おしっこに誘ってみよう
誘うタイミング�
・朝起きたとき、外出前、就寝前などがオムツがえの
タイミング。
・遊びを中断して連れて行かれるとトイレ嫌いになっ
てしまい逆効果です。
排尿の３つの感覚を大切に�
①「チーが出る」
②「チーを見る」（自分がしたおしっこをみせる）
③「チーを聞く」（チー出たねと言葉かけをする）
　この３つの感覚を繰り返し経験するうちに「おしっ
こをする」ことを学んでいきます。

★ステップ２：布パンツにしてみよう
 いつ布パンツに切り替える？�
・外出する時は必要に応じてトレーニングパンツやオ
ムツを併用してみましょう。
・おもらしも、「チーを見る」機会です。おしっこの
間隔があいてきたら思い切って布パンツにしてみま
しょう。

★ステップ３：誘わないで待ってみよう
・トイレに誘った時失敗無くおしっこができる回数が
増えたら、今度は自分から「おしっこ」と予告する
のを待ってみましょう。

 おしっこが溜まる感覚を感じさせて�
・なかなか自分から告知しない場合、誘うタイミング
を遅らせて、膀胱におしっこが溜まった感覚を子ど
もに感じさせましょう。

★Goal：出る前に予告できれば完了
・一度完了したと思っても、安定するまでには１～
２ヶ月かかります。後戻りしてしまうこともありま
すから、焦らずに待ってみましょう。	
・失敗しても叱らない事が大切です。

※寒い時期はおしっこの回数も増え、厚着のことから失
敗しがちですが、２歳半から３歳になったら季節には
関係なく始めましょう。

トイレットトレーニングの進め方

育児相談・４か月児相談・２歳６か月児相談・おっぱい相談

月日 受付時間 主な対象町 会場 相談内容 お　知　ら　せ

２
月
１３
日
（
金
）

１0：00

～

１１：３0
吉 田 町

中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

●育児相談
●４か月児
相談
●２歳６か
月児相談

※4か月児相談、2歳6か月
児相談の対象児には個人
通知します。

【対象】4か月児相談は平成
26年10月生まれ。

　2歳6か月児相談は平成
24年８月生まれ。

※内容：身体計測・食生活・
歯・育児全般における相談

※現在使用している歯ブラシ
をご持参ください。

※午後の相談会では、『おっ
ぱい相談』も行います。希
望の方は、事前に保健医
療課へお申込みください。
（ 42－5633）

１３：00

～

１４：３0

吉 田 町
美土里町
高 宮 町

２
月
２7
日
（
金
）

１0：00

～

１１：３0
甲 田 町

１３：00

～

１４：３0
向 原 町
八千代町

対象町で来られない場合、他の対象町でも受けられます、事
前に保健医療課（ ４２-56３３）までご連絡ください。

ハッピープレママサロン

～妊娠中からの子育てを応援します～

日　時 場　所 内　　　容 担当

2月17日（火）
(13:30～15:30）

中央保健
センター
３階

第２回
「輝くママになろう♪」
★妊娠期・授乳期ママの栄
養ミニ講座♪
★妊娠中のデンタルケアと
赤ちゃんのお口の話♪

栄養士
歯科衛生士
保健師

【対　象　者】妊婦さん（状態が安定している方）と家族

 【持参する物】母子健康手帳・お茶等

 【参加と託児】参加には予約が必要です。託児希望がある場合

は、予約時にご相談ください。

※３回シリーズですが、いつからでも参加できます。

　次回は３月３日（火）≪赤ちゃんのお世話～沐浴・抱き方・

おむつ替えにチャレンジ≫を予定しています。

※予約先：保健医療課　 42－5633

【乳幼児健康教室】
すくすく教室　～すくすく離乳食～
★お口の発達にあった離乳食をすすめよう！★
　赤ちゃんのお口の機能や発達に合わせた食べ方など
分りやすく説明します。離乳食を作って試食をします。
日　　時 場　所 申込期間 対　　象 持参物

2月２0日（金）
１0：00～１１：３0

中央保健
センター
　３階

2月１３日

～

2月１９日

★生後５か月児～
１歳６か月児と
その家族

お茶・タオル

※きょうだいでの参加の方は、託児もあります。
※参加希望の方は、保健医療課（☎42-5633）へお申し込みください。
　受付時間は8:30～17:00、土日祝は除く
　Email		:		sukusuku@city.akitakata.lg.jp
メールで送られる場合は、件名に「すくすく離乳食教室申し込み」
と入力して、本文にお子さんの名前、月齢、町名、アレルギーの有無、
きょうだい参加有無（有の方は、名前、年齢）を入力してください。（ ）
のびのび教室　～親子でクッキング～
★一緒に料理にチャレンジしてみよう！★
　親子で一緒に料理を作ります。いろいろな料理にチャレンジしながら、「お
いしい！楽しい！うれしい！」を感じることの大切さをみつけてみましょう。
日　　時 場　所 申込期間 対　　象 持参物

２月１８日（水）          
１0：00～１３：３0

クリスタル
アージョ　
101

2月１２日

～

2月１7日

★１歳７か月児
から未就学児
とその家族

お茶・タオル・
エプロン・
三角巾

※きょうだいの参加の方は、託児もあります。
※参加希望の方は、保健医療課（☎42-5633）へお申し込みください。
受付時間は8:30～17:00、土日祝は除く
Email		:		sukusuku@city.akitakata.lg.jp
メールで送られる場合は、件名に「のびのび教室申し込み」と入
力して、本文にお子さんの名前、年齢、町名、アレルギーの有無、
きょうだい参加有無（有の方は、名前、年齢）を入力してください。（ ）

スタートのめやす�
・一人で歩ける
・言葉をある程度理解
し、片言で話せる
・おしっこの間隔が１時
間半～２時間くらいあ
く

おしっこが出そうなサイン
・もじもじして落ち着か
ない
・ズボンやパンツに手を
かけて下ろそうとする
・オムツの前に手を当て
てトントンする

1６1７



家田�荘子さんによる人権講演会
一緒に生きて行きましょう～生きるということ～
　12月7日（日）、作家・高野山真言宗僧侶の家

いえ

田
だ

	荘
しょう

子
こ

さ
んによる人権講演会が、向原生涯学習センターみらいで行
われました。
　講演では、家田さんが数々の取材を通じて聞いたお話の
中から、いじめや虐待、差別を受けた人達の苦しみ、また
ご自身が小学生のときにいじめに遭った苦しみなどを話さ
れ、来場した皆さんは熱心に耳を傾けていました。一人ひ
とりの人権が守られ、誰もが明るく生きていくためにはど
うすればいいのか、考える機会となりました。

惜しまれつつ４５回の歴史に幕
第４５回高宮駅伝競走大会
　12月７日（日）、大雪の影響が心配されましたが、当日
は好天に恵まれ、予定どおり開催されました。高宮駅伝は
11人の走者がたすきをつなぎながら高宮町のすべての地
域をめぐるもので、今年は川根をスタートし船木がゴール
となりました。最後の開催となる今年、９チームが参加し、
苦しい表情をしながら懸命に走る走者に沿道から、多くの
方が声援を送っていました。
　全員が無事ゴールし、閉会式では、表彰のほか長年運営
に尽力された方々へ感謝状が贈られ、惜しまれつつ45回
の歴史に幕を閉じました。

入館作家の第3期作品展示替え
八千代の丘美術館　冬まつり
　八千代の丘美術館今年度の入館作家14名の新たな作品展示
替えにあわせ、12月7日(日)に開催された「冬まつり」。
　作家によるギャラリートークや、参加者がオリジナルの
コラージュバッグやイルミネーションランプを作るワーク
ショップが行われました。また、F棟では、入館作家の加地
先生が描かれた母子像に囲まれて、しま ひろこさんが優しい
歌声で弾き語り。市民ギャラリーでは、L棟に入館されてい
る積山先生の作品を前に、能

のう

見
み

 誠
まこと

さんがコントラバスを演奏。
　音楽と美術のコラボレーションや創作の楽しみに触れるこ
とができる1日となりました。

人権が大切にされるまちに
第20回心耕祭
　12月6日（土）、八千代文化施設フォルテで、心耕祭が
開催されました。
　人権標語優秀作品表彰の後、青少年の声を聴く会では、
八千代町内の小中学校の児童・生徒が、前を向いて堂々と
自分の考えをスピーチ。「まちづくり・ひとづくりと風土」
と題した広島経済大学教授	川村	健一さんによる人権講演
会では、川村さんが世界各国のまちづくりの事例や文化を
紹介し、自分たちが住みたいまちにするにはどうすればい
いのかを考えるよいきっかけになりました。

安芸ひろしま武将隊と吉田のまちなかを歩く
「甲冑まち歩き＆神楽鑑賞」バスツアー
　12月13日（土）と20日（土）に、安芸ひろしま武将隊と一緒に甲冑姿でまち歩きを
して、その後神楽門前湯治村で神楽鑑賞をするバスツアーが開催されました。
　まち歩きコースは、安芸高田少年自然の家「輝ら里」から清神社まで史跡などをめぐ
りながらの1.5㎞で、２回とも雪や雨が降る悪天候でしたが、歩く直前にはあがり、
参加者の皆さんは戦国時代の風景を想像しながら歩いておられるようでした。１回目
は安芸ひろしま武将隊の毛利元就と輝元が、２回目には輝元と吉川元春が三矢の訓碑
や清神社などで解説をし、参加者の皆さんは興味深そうに聞いていました。

寒さに負けない心を鍛える！
第５1回寒稽古納会並びに鏡開き
　1月11日（日）、第51回目を迎える寒稽古納会並びに鏡
開きが行われました。
　甲田文化センターミューズでの開会式の後、空手道同好
会修武館（本部：甲田町、支部：吉田町、向原町、安芸太田町）
の皆さんが、ＪＲ甲立駅、宍

しし

戸
ど

司
し

箭
せん

神社を経由して駆け足
で江の川へ。入水時には、あまりの冷たさに驚いていた子
どもたちも、いざ稽古となると、大人と一緒に大きな声を
出しながら型を決めていました。子どもたちのたくましい
表情は、今後の成長を楽しみにさせてくれるものでした。

人気の安芸高田ウィンドアンサンブル
クリスマスロビーコンサート
　12月13日（土）、高宮田園パラッツォにおいて、人気の
高い吹奏楽団、安芸高田ウィンドアンサンブルのロビーコ
ンサートが開催されました。
　クリスマスが近いということもあり、子どももたくさん
来場していました。ディズニーアニメの主題歌レット・イッ
ト・ゴーや妖怪ウォッチメドレーなど子どもにも人気の高
い楽曲が演奏されると、子どもたちは大喜び。
　ハンドベルによる合奏もあり、楽しい雰囲気に包まれて、
約80人の来場者はとても満足そうでした。
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およろこび

敬 称 略
※このおよろこびとおくやみは掲載を承認さ
れた方のみ掲載しています。市外で届けら
れた方で名前の掲載を希望される方は、政
策企画課☎42-5612までご連絡ください。

おくやみ

敬 称 略

谷 本 心
ここ

優
ね

中 山 爽
そう

大
た

寺 本 晴
はる

翔
と

屋 形 侑
ゆ

愛
あ

鉄 本 春 夫
佐々木 才貴
増 本 藤 子
沖 本 　 守
隅 原 政 子
岡 秀 夫

山本 アサコ
田 中 清 春
大久保 正信
本田 コヅヱ

坂 屋 浩 二
山野 イツヱ
中 崎 コ ウ
松山 カナエ

濱崎 ハツコ
小笠原 美枝
益 田　 弘
岩口 ヨシヱ
幸 部 靜 子
松 浦 康 次
冨 田 文 春

佐々木 修一
越智 スガ子
高 橋 謙 市
中 尾 早
髙下 シズヱ
山 㟢 　 勇
吉 田 敏 之

沖 田 　 環
沖 田 冨 子
安宗 ヒロコ

金 山 信 男
入 本 夫
沖 田 照 明
津 村 正 枝

小 田 豊 子
岡﨑 泰治郎
藤 川 幸 子

升 田 蒼
そ

愛
あ

井 上 　 華
はな

見 坂 悠
ゆ

季
き

寺 山 ほ の 花
か

箱 田 燎
りょう

政
せい

松 木 未
み

空
そら

伊 東 悠
ゆう

斗
と

佐 々 木 燈
とう

空
あ

山 先 玄
げん

真
ま

廣 瀬 玲
れ

奈
な

吉 田 町
（女）
（男）
（男）
（女）

（女）
（女）
（女）

（女）

（男）

（女）
（男）

（男）

（男）
（女）八千代町

美土里町

甲 田 町
向 原 町

吉 田 町
（ 常 友 ）
（上入江）
（ 川 本 ）
（ 長 屋 ）
（多治比）
（ 吉 田 ）
八千代町
（ 勝 田 ）
（ 勝 田 ）
（ 勝 田 ）
（ 勝 田 ）

（ 上 根 ）
（ 上 根 ）
（佐々井）
（ 向 山 ）
美土里町
（ 北 ）
（ 北 ）
（ 本 郷 ）
（ 本 郷 ）
（ 横 田 ）
（ 横 田 ）
（ 生 田 ）

高 宮 町
（羽佐竹）
（羽佐竹）
（羽佐竹）
（佐々部）
（佐々部）
（ 船 木 ）
（ 原 田 ）
甲 田 町
（上小原）
（上小原）
（上甲立）

（高田原）
（下甲立）
（下小原）
（ 深 瀬 ）
向 原 町
（ 坂 ）
（ 長 田 ）
（ 戸 島 ）

78
49
87
86
103
82

93
63
76
93

61
96
95
95

95
84
71
91
81
89
72

89
97
98
67
98
90
66

81
85
87

88
86
84
94

89
89
77
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歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳
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